
 

 

  

背景・課題 

・ 町会発足から 10年経過した頃の住民平均年

齢は 29.3 歳（1981 年 10 月）で、親世代が若

く、子どもたちも大勢いて、商店街も賑わっ

ていた。25 年を経過した頃、生産年齢人口の

減少（若い世代の転出）と少子化が加速し、

相対的に高齢者の割合が上がっていった。 

・ ２丁目町会の高齢化率は 40.7％で、寿台地

区全体の 42.4％よりは低いが、市の 28.9％を

大きく上回っている。一方、後期高齢化率は

31.5％で、市の 17.6％、寿台の 31.2％を上

回っており、高齢化が顕著（Ｒ８．１．１現

在） 

・ 中央商店街はかつての賑わいが無くなり、

シャッターが閉まったままの店舗が多い。 

 

経過・取組内容 

・ 「町会 50周年のタイミングで記念となる冊

子を発行したい」「町会の歴史を後世に残し

たい」という趣旨に賛同した町会住民により

組織された「50 周年記念誌編集委員」を中心

に、１年かけて編集作業を行った。 

・ 内容は、寿団地として造成される以前の歴

史から、写真、町会の歩み、中央商店街の様

子、地区の行事、「町会だより」、各団体・

グループ等の活動のほか、「２丁目都市伝説」

の記事などを盛り込み、町会を楽しみながら

知ることができる冊子にしている。表紙には

「楽しく読める『永久保存版』 ２丁目アニ

バーサリーブック」の副題が記されている。 

・ 町会発足前の歴史については、隣接する地

区の記念誌や古文書の他、関係者からの聞き

取りなども実施。町会の歴史に関しては、写

真や資料等の提供のほか、町会の古老への取

材を重ねて記事を掲載 

 

成果・今後の展望等 

・ 放っておくと散逸してしまう資料を記念誌

の編纂を契機に収集し、住民にわかりやすい

形でまとめることができている。 

・ 編集委員からは、「現在だけでなく昔のこ

とも知ることができた」「記録を残すことの

重要性を感じた」「後の二丁目を担う皆さん

の財産になる」などの声が聞かれている。 

・ 寿台２丁目町会を見つめなおし、町会への

関心と誇りを持つきっかけになった。 

 

 

 

  

   ６ 情報発信、周知、啓発の強化 

事例６－２ ９ 担い手となる人 

取組名 寿台２丁目町会発足 50年周年記念誌の発行 町会の記録の作成 活動のアーカイブ化  

町会名 寿
ことぶき

台
だい

２丁目町会 

町会 

データ 

・人 口／378 人 

・世帯数／174 世帯 

・高齢化率／40.7％ 

・町会加入数／149 世帯 

・隣組数／15組 

取組概要 

〇 町会が発足 50 周年を迎えたことを記念し

て、町会住民への聞き取りや写真・資料収集

を経て、記念誌を作成・発行 

【ポイント】 

▼ 町会内外の人々の力（写真･資料提供や

聞取り協力など）を結集して記念誌を編集 

▼ 記念誌発刊を通じて「町会」を周知 
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